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年間作業停止計画業務スケジュールおよび留意事項等

2016年10月

年間作業停止計画の手続きについて～別紙～
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項目 10月 11月 12月 1月 2月 3月

発電設備
作業停止計画
原案提出

流通設備
作業停止計画
原案提出

原案共有・調整

作業停止計画
調整案提出

調整案共有・調整

作業停止計画
最終案提出

広域機関承認

一般送配電事業者
承認・決定処理

作業停止計画共有

＜参考＞
連系線利用計画

10/28

年間作業停止計画業務スケジュール（2017-2018年度分）

調整

12/28

2/14

2/22

3/1

12/20

調整用提出期日

3/1

空容量算出用
提出期日

1/10

調整中の
運用容量等公表

3/15

運用容量等
公表

3/1

原案共有（系統情報サービス）

調整

10/31

発電計画提出者⇒当機関

当機関⇒一般送配電事業者

10/31

11/2

作業停止計画提出者⇒一般送配電事業者

一般送配電事業者⇒当機関

11/7

調整

発電計画提出者⇒当機関⇒一般送配電事業者

作業停止計画提出者⇒一般送配電事業者
1/4

一般送配電事業者⇒当機関

調整案共有（系統情報サービス）

1/10

発電計画提出者⇒当機関⇒一般送配電事業者

作業停止計画提出者⇒一般送配電事業者
2/15

一般送配電事業者⇒当機関

共有（系統情報サービス）

年間連系線利用計画機能の運用開始
時期については、準備ができしだい
別途お知らせします。



3作業停止計画の提出

 発電計画提出者さまは、提出期日までに発電設備の作業停止計画※１を広域機関システム
ファイルアップロード等により、当機関へ提出してください。

 流通設備の作業停止計画は、提出期日までに一般送配電事業者へ提出してください。※２

発電設備の作業停止計画は、
送配電等業務指針第230条
により、当機関へ提出する
ことが規定されています。

当該発電設備が、作業停止
計画の提出対象か否かは、
当該エリアの一般送配電事
業者へお問合せください。



4入力支援ツールの取得

発電計画提出者 広域機関

作業停止計画
入力支援ツール

ダウンロード

作業停止計画
入力支援ツール

電力設備情報電力設備情報

作業停止計画
入力支援ツール

インポート

一般送配電事業者が専用の
電力設備情報（コード表）
を設定した場合にメールを
送信する

現在は、電力設備情報を設
定しているエリアなし

一般送配電事業者

電力設備情報

 作業停止計画の『入力支援ツール』をご利用される発電計画提出者さまは、広域機関シス
テムから最新版をダウンロードし、任意の場所に保存のうえご利用ください。

 入力支援ツールのご利用方法は、「広域機関システム操作マニュアル」および「作業停止
計画関連業務の手引き」をご参照ください。

【ダウンロード手順】
①「計画受付」を選択
②「計画提出」を選択
③「入力支援ツールダウンロード」を選択
④「入力支援ツールダウンロード」を選択
⑤業務種別「作業停止計画」を選択
⑥「検索」を押下
⑦当該エリアの「ダウンロード」チェック
⑧「ダウンロード」を押下

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧



5作業停止計画の調整対応

 作業停止計画の調整は、作業停止計画提出者と各一般送配電事業者間の協定や申合せに基
づく窓口での対応を基本とします。

 広域連系系統等の作業停止計画により、連系線利用計画に影響が生じる連系線利用者さまおよび
発電計画に影響が生じる発電計画提出者さまは、当機関による作業停止計画の再調整を申し出る
ことができます。（送配電等業務指針第238条）



6流通設備停止に伴う潮流調整（「作業停止計画関連業務の手引き」より）

発電機出力の増加又は抑制によって流通設備（連系線は除く）の潮流調整を行う必要が生じた場合には、
潮流調整の効果および発電計画提出者間の公平性を考慮し、発電機出力の増加又は抑制の対象となる発電
機を選定のうえ調整する。

なお、公平性および調整の容易性の観点から、各系統において、事前に選定発電機を一般送配電事業者
と各発電計画提出者間で確認する等、円滑な調整を行う。

選定：広域連系系統の潮流調整における発電機の選定は、以下を基本とする。ただし、当該系統における発電機定格容量

が相対的に小さい等、潮流調整の効果が低いと判断できる場合には選定対象外とすることができる。

○社会的影響の小さい発電機

○公衆安全上の影響がない発電機

○設備保安上の影響が小さい発電機

○溢水電力等が発生しない発電機

○潮流調整の効果が高い発電機
・停止する流通設備と同一の電圧階級および

一電圧階級下位に接続する発電機

・ループ系統では停止する流通設備と電気的

距離が近く調整効果が高い発電機

配分：選定された発電機に対し、調整対象発

電機の定格容量（送電端）比率按分を

基本とする。

なお、発電計画提出者は、潮流調整の

効果を維持することを前提として、配

分された量を個々の発電機に振り分け

る。


